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あらまし –学生が提出前に自分のレポート内の話し言葉をチェックし推敲することで，ヒントを基に適切

な学術表現を使用できることを目的とする「話しことばチェッカー」を開発した．本研究では，短大 2 年次

選択科目で 9 月に課した「卒業後の進路計画を踏まえた今後の能力開発」についてのレポートと，特別研究

として提出された卒業論文を，発表者らが本システムで判定し，出現する話し言葉を比較した．その結果，

レポートで「私」「そして」「はじめは」「思う」「です，ます」などが多く出現していることから，課題の出

し方により、話し言葉の出方に影響を及ぼすことが分かった． 
 
キーワード – レポート 卒業論文 学術表現 話しことば システム開発 

1 はじめに 

年々多くの大学で，初年次向けにレポート・論文

の書き方等文章作法関連の授業が開設されるよう

になり，日本人学生に対する日本語教育，文章力育

成が図られている．2015 年度の文部科学省の調査

結果によれば，国・公・私立四年制大学の 88.6％に

のぼる 661 校が，「レポート・論文の書き方などの

文章作法を身に付けるためのプログラム」を初年次

教育として実施している． 
この調査は四年制大学を対象としたものであり

短期大学は含まれていないが，S 短期大学（以下、

S 短大）では日本語を全ての学びの礎石とし，日本

語力育成に力を入れている．入学前教育として，日

本人学生向けの日本語テキストや e ラーニングに

よる学習を課している．入学式前日にはプレイスメ

ントテストを実施し，学生の日本語力を測定してい

る． 
学科を超えた共通教育にも積極的に取り組んで

おり，1 年次の必修科目「ベーシックスキルズ」で

はレポートの書き方を学ぶ．同じく必修科目の「キ

ャリアデザインⅠ」では，敬語でのコミュニケーシ

ョンや日本語検定の試験対策も行っている．また，

2 年次必修科目「特別研究」ではそれぞれが選択し

た専門分野に応じたゼミに所属し，自ら設定したテ

ーマで卒業論文に該当する特別研究論文を作成す

る．このように，S 短大では 2 年間という限られた

期間の中で，アカデミックな日本語からキャリアを

見据えた日本語力にまで力を入れていれた教育を

行っている． 
その中で，学術表現（書き言葉）の使用について

注意は促すものの，指導のために時間を割くことは

できていないが，特に 2 年間の学生生活を経て社会

に出る短大生には，適切な書き言葉の使用はより切

迫した課題であると言える． 
このような背景を踏まえ，本研究では，学生自身

が自分のレポート内の話しことばをチェックする

ための「話しことばチェッカー」システムの開発を

2017 年度より行っている．学生は，本システムを

利用することによって，その都度気付きを得られる

ことになり，自分自身のレポートを推敲する手掛か

りとするとともに，学術表現を身につけていくきっ

かけとすることができる． 
本研究では，昨年 9 月に課した「卒業後の進路計

画を踏まえた今後の能力開発」についてのレポート

と，特別研究としての卒業論文を発表者らが判定し，

出現する話し言葉やその傾向について比較する． 



2 話しことばチェッカー概要 

2.1 データベース構築 

データベース構築に当たっては，著者（2018）を

基に学術文章における話し言葉を規定し，「話しこ

とば事例集」を作成した．これは，レポートの書き

方関連書籍および初年次学生のレポートから話し

言葉を抽出し作成したものである．この事例集を基

に「話しことばテーブル」と「例文テーブル」に分

けて正規化し、情報システムで扱える形にデータベ

ース化した． 
「話しことば事例集」の話しことば原文や原文の

修正例を監修する中で，話し言葉には，単語そのも

のが話し言葉であるものに加え，単語の前後関係や

文脈によって話し言葉か否かが変化する場合があ

ることがわかった．こうした変化はシステム上の検

出方法の分類に大きく関わることが予測されるた

め，本研究では話し言葉のカテゴリーを 5 つ（表 1）
に分類した． 

 

表 1 話しことばカテゴリー 

話しことば規定 代表例 
対象語自体 たくさん、すごく 

接頭語＋対象語 て＋しまう、動詞・形容詞＋し 
対象語＋接尾語 くせ＋に、わり＋と 

対象語＋共起語 
一番＋（文）＋動詞・形容詞 
どうしても＋（動詞）たい 

誤用 食べれる、イタイ＋人 
このカテゴリーはパターンマッチで単語を検出

後，その単語が話しことばであるかを診断する分類

方法の切り替えのために使用する． 

2.2 システム構築 

本システムは，判定対象となる文章内に含まれる

話し言葉を検出し，修正文例を提示する機能を搭載

した話し言葉検出システムである．本システムの処

理の流れは，図 1 に示す「形態素解析」「話しこと

ばデータベース検索」「話しことば判定」「例文デー

タベース検索」「検出結果表示」の 5 つのモジュー

ルで構成される．  
図 2 は，本システムの画面図である．画面左側に

文章を入力すると，5 つの処理モジュールによる工

程を経て話しことばを検出し，右の画面で黄色表示

される．また，黄色表示の上にカーソルを合わせる

と，修正文例や解説がポップアップ表示される． 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 システムの処理の流れ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 2 話しことばチェッカー画面図 
 

３ 調査概要 

3.1 レポート調査対象 

レポートの調査対象は，2 年次選択科目「ビジネ

ス実務総合演習」履修者 39 名である．レポートテ

ーマは，「卒業後の進路計画を踏まえ、今後の能力

開発（どのような働き方をしたいか・そのためにど

のような能力が必要か）について、具体的に記述し

なさい」であった．提出に際し，学生には「レポー

トとしての言葉遣いに注意すること」「です・ます

体を使用しないこと」を口頭で伝えている． 

3.2 卒業論文調査対象 

 卒業論文の調査対象は，2 年次必修科目「特別研

究」履修者 15 名である．「特別研究」はゼミ形式で



行われ，自身が興味を持ったテーマに即して 1 年間

かけて研究を進め，10000～15000 字程度の論文を

執筆していく．話し言葉については，レポート作成

時と同様，口頭での注意のみ行った。 
レポートおよび卒業論文に出現した話し言葉は，

著者（2018）「『レポートの書き方』関連書籍におけ

る話し言葉一覧」を基に，それぞれの出現割合を表

2 に示す． 
 

表 2 「レポートの書き方」関連書籍に 
おける話し言葉一覧および出現割合 

接続表現 

話し言葉 
レポート 

N39 
卒論 
N15 

話し言葉 
レポート 

N39 
卒論 
N15 

そして 51% 18% けど 0% 5% 
ので 39% 36% じゃあ 0% 0% 

（し）たら 26% 13% それから 0% 3% 
～し 10% 5% それで 0% 0% 

だから 10% 0% だけど 0% 0% 
ずっと 8% 3% だって 0% 0% 

～ていて 5% 8% なので 0% 0% 
しないで 3% 13% なんで 0% 0% 

から 3% 5% のに 0% 5% 

でも 3% 0% 言いかえ
ると 0% 0% 

はじめは 33% 0% 他では 0% 0% 

～して 0% 0% 付け加え
ると 0% 0% 

あと 0% 0%    
副詞表現 

とても 21% 3% すごく 0% 0% 
一番 13% 10% だいたい 0% 3% 

きちんと 10% 0% たぶん 0% 0% 
まだまだ 10% 0% だんだん 0% 3% 

絶対 10% 0% ちっとも 0% 0% 
もっと 8% 5% ちゃんと 0% 0% 

ちょっと 5% 3% どっち 0% 0% 
いつも 3% 10% とっても 0% 0% 

どんどん 3% 3% なんで 0% 0% 
はっきり 3% 3% やっぱり 0% 0% 
ほとんど 3% 13% わりと 0% 0% 

正直 3% 0% 結構 0% 0% 
あんまり 0% 0% 全然 0% 0% 
いまいち 0% 0% 超 0% 0% 
しっかり 0% 0%    

形容詞的表現 
大切 54% 8% こんな 3% 0% 
いい 26% 15% すごい 0% 0% 

どんな 23% 5% みたい 
みたく 0% 3% 

たくさん 15% 3% 大丈夫 0% 0% 
すばらしい 5% 0% 面白い 0% 0% 
いろいろな 3% 3%    

文末表現 
思う 46% 8% でしょう 0% 0% 

です、ます 39% 0% てる 0% 5% 
かもしれな

い 10% 28% と言って
いる 0% 0% 

じゃない 0% 5% と書いて
いる 0% 0% 

ちゃった 0% 0% わかんない 0% 0% 
その他 

私（達） 95% 8% いっぱい 0% 0% 
やって 
やる 15% 3% こっち 0% 0% 

とか 5% 5% てゆう 0% 0% 
くらい 5% 5% なんか 0% 0% 
みんな 5% 0% なんてのは 0% 0% 

あたりまえ 3% 5% ばっかり 0% 0% 

いろんな 3% 0% 私的 
(わたし的) 0% 0% 

れて、れる 
（ら抜き） 3% 0%     

5 考察 

 レポートおよび卒業論文に出現した話し言葉を

比較したところ，接続表現では「そして」「たら」

「はじめは」，副詞表現では「とても」，形容詞的表

現では「大切」「どんな」「たくさん」，文末表現で

は「思う」「です，ます」，その他では「私（達）」

がいずれも卒業論文で 13％以上減少している．こ

れは，レポートテーマが卒業後の自分自身の計画に

ついて述べるものだったため，主語である「私」を

始めとして，「はじめは」「そして」など順序を表す

表現，形容詞的表現が多く使われていると考えられ

る．また，主語が自分であるため「思う」や丁寧に

書いたつもりで「です，ます」などの文末表現が多

く出現していると言える．ここから，課題の出し方

により出現する話し言葉に影響を及ぼすことがわ

かる．卒業論文で増加した話し言葉については，文

脈からその要因について探っていきたい． 
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